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榎戸和也 議員

上
曽
ト
ン
ネ
ル
建

設
事
業
の
提
案
に

際
し
示
さ
れ
た
「
財
政
計

画
」
に
つ
い
て
伺
う
。
こ

こ
で
は
、
平
成
38
年
度
以

降
、
毎
年
の
地
方
債
費
が

７
３
０
０
万
円
し
か
な
い
。

例
え
ば
学
校
の
改
修
等
で

何
億
か
必
要
な
と
き
、
地

方
債
を
発
行
せ
ず
一
時
金

で
賄
う
と
い
う
こ
と
か
。

総
務
部
長　

現
時

点
で
は
見
込
め
な

い
の
で
、
そ
う
し
た
こ
と

は
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
現
実
的
な

計
画
と
言
え
る
の

か
。

総
務
部
長　

あ
く

ま
で
も
見
込
み
額

で
す
。 市

の
財
政
全
般
に

つ
い
て

日
頃
よ
り
「
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
で
頑

張
る
」
と
述
べ
て
い
る
市

長
は
、
１
期
４
年
で
総
額

１
８
５
億
円
に
も
及
ぶ
大

型
事
業
を
決
定
し
た
。

　

当
然
、
こ
れ
だ
け
の
事

業
を
し
て
、
借
金
額
が
ど

う
な
り
、
毎
年
の
返
済
額

が
ど
う
な
る
か
は
お
わ
か

り
の
こ
と
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、「
借
金
が
増

え
て
も
、
返
す
お
金
が

減
っ
て
い
く
」
の
は
何
故

か
。
改
め
て
市
長
に
伺
う
。

市
長　

細
か
い
計

算
は
職
員
に
任
せ

て
い
る
。
職
員
に
よ
く
聞

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。細

か
い
こ
と
で
は

な
く
、
大
事
な
こ

と
。
県
に
問
い
合
わ
せ
た

り
し
て
い
る
。
職
員
に
聞

い
て
も
納
得
さ
せ
て
も
ら

え
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

市
長
に
伺
っ
て
い
る
。

市
長　

私
は
、
職

員
を
信
用
し
て
い

る
が
、
榎
戸
議
員
は
職
員

を
信
用
し
て
い
な
い
。

合
併
特
例
債
（
借

金
）
の
決
定
額
は
、

中
田
市
長
の
８
年
間
で
31

億
円
、
大
塚
市
政
で
は
、

正
味
３
年
間
で
約
80
億

円
。
こ
れ
に
病
院
事
業
債

48
億
円
を
加
え
る
と
計
約

１
３
０
億
円
。

　

一
方
、
全
て
の
借
金
に

対
す
る
市
の
一
般
財
源
か

ら
の
返
済
額
は
示
し
て
も

ら
え
な
い
。

　

そ
う
し
た
中
、
市
長
は
、

数
字
は
職
員
に
任
せ
て
お

く
と
言
う
。

　

病
院
を
県
西
病
院
で
建

替
え
、
小
中
一
貫
も
真
壁

小
で
建
替
え
れ
ば
、
と
も

に
ず
っ
と
安
か
っ
た
。

　

高
森
で
の
土
地
取
得
な

ど
も
含
め
、
こ
れ
は
、
積

極
財
政
と
い
う
よ
り
は
放

漫
財
政
で
は
な
い
か
。

市
長　

非
常
に
心

外
で
す
。
３
年
間

で
節
約
す
べ
き
と
こ
ろ
は

節
約
で
き
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　年４回（３・６・９・12 月）の定例会や臨時

会の会議録は、開催月の３ヵ月後にホームページ

にアップされます。

　　桜川市 会議録　で検索

市議会の会議録が

閲覧できます

市のホームペ
ージから

①「桜川市議会」をクリック ②「会議録」をクリック→会議録画面が見られ

ます

桜川市議会
会議録

視察日　平成29年５月30日（火）～６月１日（木）
出席委員４名・欠席委員２名　
視察先　北海道伊達市・函館市

都市計画法に基づく「地区計
画制度」によるまちづくり
　伊達市では、都市計画法に基づく「地区計画制度」
によるまちづくりを行っており、現在８地区の地区計
画が決定されています。特に「田園せきない地区」は、
市街地から比較的近く、周辺は農地に囲まれており、
都市の利便性と農村ならではの魅力が感じられる地
区でした。農村風土と調和のとれた良好な居住空間
を形成するとともに、周辺既存集落を含めた環境の
維持・保全に努め、合理的かつ健全な土地利用を図
るという土地利用の方針は、桜川市の土地利用基本
構想と合致するものと感じました。

　次に「空き家対策」では、商工会議所内に宅建
業、建設業、司法書士、土地家屋調査士、土木設計・
測量調査業、地元信用金庫が参画する定住促進委
員会を設立し「伊達市空き家バンクすみか」を開
設し、空き家所有者や、定住を希望される方々か
らの相談を受けられる環境を整え対策を進めていま
した。
　今回の研修
は、桜川市が
直面する課題
であり、今後
の議会活動に
反映させてい
きたいと思い
ます。

建 今号は建設経済
常任委員会に注目設経済

常任委員会

北海道伊達市役所玄関前北海道伊達市役所玄関前

萩原剛志 副委員長 潮田新正 委員増田　昇 委員 仁平　実 委員飯島重男 委員長 榎戸和也 委員

　６月16日に発生した降ひょうにより、市内において農作物及び農業施設等の被害が発生したことを
受け、6月20日に建設経済常任委員会において現地の被害状況を視察し、6月29日に議員18名の連
名で市に要望書を提出しました。

（要望事項）

１．早急に被害状況の把握につとめ、農業者の再建意欲の減退などにより農業  
 生産力の低下をきたすことの無いよう、実態に即した対策を講ずること
２．農作物や農業用ビニールハウス等の農業施設などへの補償について検討し、  
 必要な措置を講ずること

要望書
降ひょう被害に対する緊急要望書を市に提出

被害状況の視察被害状況の視察
（真壁町上谷貝地区）（真壁町上谷貝地区）


